













2　1818/19 C. G. Homeyer手稿（ベルリン）　全体142節。
3　1819/20 J. R. Ringier手稿およびIndiana手稿（D. Henrich編）a ）
 （これらの手稿のみ編，章，節の区分けはない）。
  　1821 Hegel『法の哲学綱要』出版　全体360節。
4　1821/22 Kiel手稿　260節まで ─（§261以降は欠如）。
5　1822/23 H. G. Hotho手稿　全体360節。
 K. W. L. Heyse手稿（§100 ─§341のうち，部分的に言及されている）
6　1824/25 K. G. Griesheim手稿　全体360節。
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　各手稿の編別構成を見ておこう。それはつぎのとおりである b ）。
　　　　　ヴァンネンマン手稿　　ホーマイヤー手稿 リンギール手稿 『綱要』
  インディアナ手稿 キール手稿
  （D. Henrich 編） ホトー手稿
   ハイゼ手稿
   グリースハイム手稿
　　　序　　　§ 1 － 10  1 － 16 編・章・節   1 － 33
　　抽象法　　§11－ 49 17－ 57 の区分けなし  34－104
　　 道徳 　　§50－ 68 58－ 73  105－141
　　人倫態　　§69－170 74－142  142－360
　ヘーゲルの死後，「故人の友の会」 ─ 彼の友人および弟子たち，Ph. Marheineke, J. Schulze, Ed. Gans, 
Lp. v. Henning, H. G. Hotho, R. Michelet, F. Förster ─ により，最初の ヘーゲル全集 全18巻（1832-1840）
が，ベルリンの Verlag von Duncker und Humblot より出版される。
　ソフォクレスのつぎの箴言が，開き扉，右ページ右下に記されている c ）。
　　　─ 真理はつねにロゴスにおいて最大の力をもつ ─


















































　　P. Wannenmann手稿： ─ Wa. S. 112., 『ヴァ』136。─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über Naturrecht und Staatswissenschaft, Heidelberg 1817/18, mit Nachträgen 
aus der Vorlesung 1818/19, Nachgeschrieben von P. Wannenmann, Hrsg. v . C. Becker et. al. Hamburg 1983. 
G. W. F. へーゲル『自然法および国家学に関する講義』 ─ 『法の哲学』第一回講義録，1817/18年，ハイデルベル
ク および1818/19年，冬学期序説，ベルリン ─ 尼寺義弘訳，晃洋書房，2002年。
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　　C. G. Homeyer手稿： ─ Hom. S. 308., 『ホーマ』121。─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818/1831. Edition und Kommentar in sechs Bänden von 
K.-H. Ilting, Erster Band, Ⅱ. Naturrecht und Staatswissenschaft. Vorlesung 1818/19 nach der Nachschrift 
Carl Gustav Homeyers. Stuttgart-Bad Cannstatt 1973. 
G. W. F. へーゲル『自然法および国家法』 ─ 『法の哲学』第二回講義録 ─ 尼寺義弘訳，晃洋書房，2003年。
　引用にあたり，「Hom. S. 308., 『ホーマ』121。」は，「上記原典308ページ。および上記訳文121ページ。」を指示す
る。
　　J. R. Ringier手稿： ─ Ri. S. 112. ─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über die Philosophie des Rechts Berlin 1819/1820. Nachgeschrieben von Johann 
Rudolf Ringier. Hrsg. v. E. Angehrn et. al. Hamburg 2000.  
　引用にあたり，「Rin. S. 112.」は，「上記原典112ページ。」を指示する。
　　Indiana 手稿（D. Henrich 編）： ─ In. S. 147.,『イン』98。─
G. W. F. Hegel, Philosophie des Rechts, Die Vorlesung von 1819/20 in einer Nachschrift, hrsg. v. Dieter 
Henrich, Suhrkamp Verlag, 1983.
ディーター・ヘンリッヒ編『へーゲル法哲学講義録1819/20』中村浩爾・牧野広義・形野清貴・田中幸世 訳，法
律文化社，2002年。
　引用にあたり，「In. S. 147., 『イン』98。」は，「上記原典147ページ。および上記訳文98ページ。」を指示する。
　　G. W. F. Hegel 『法の哲学綱要』： ─ He. 1. S. 160.,『綱要』413。─
G. W. F. Hegel, Grundlinien der Philosophie des Rechts. Hrsg. v. K. Grotsch u. E. W.-Lohmann Hamburg 2009. 
G. W. F. Hegel Gesammelte Werke Bd. 14, 1. 2. 3. 
へーゲル『法の哲学』藤野渉・赤澤正敏訳，岩崎武雄責任編集『へーゲル』所収，中央公論社，1967年。
　引用にあたり，「He. 1. S. 160., 『綱要』413。」は，「上記原典，第一分冊160ページ。および上記訳文413ページ。」
を指示する。
　　Kiel手稿： ─ Ki. S. 177., 『キ』189。─
G. W. F. Hegel, Die Philosophie des Rechts. Vorlesungen von 1821/22. Hrsg. v. H. Hoppe, Suhrkamp Verlag, 
Frankfurt a. M. 2005. S. 215 f. 
G. W. F. ヘーゲル『法の哲学』 ─ 第四回講義録 ─ 1821/22　キール手稿，尼寺義弘訳，晃洋書房，2009年。
　引用にあたり，「Ki. S. 177., 『キ』189。」は，「上記原典177ページ。および上記訳文189ページ。」を指示する。
　　H. G. Hotho手稿： ─ Ho. S. 565., 『ホ』340。─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818/1831. Edition und Kommentar in sechs Bänden von 
K.-H. Ilting. Drittter Band. Philosophie des Rechts. Nach der Vorlesungsnachschrift von H. G. Hotho 1822/23. 
Stuttgart-Bad Cannstatt 1974. S. 691 f. 
G. W. F. ヘーゲル『ヘーゲル教授殿の講義による法の哲学 Ⅰ，Ⅱ』 ─ 『法の哲学』第五回講義録　1822/23　冬学
期　ベルリン ─ 尼寺義弘訳，晃洋書房，2005年，2008年。
　引用にあたり，「Ho. S. 565., 『ホ』340。」は，「上記原典565ページ。および上記訳文，Ⅱ340ページ。」を指示する。
　　K. W. L. Heyse 手稿： ─ Hey. S. 60., 『ハ』57。─
G. W. F. Hegel, Philosophie des Rechts. Nachschrift der Vorlesung von 1822/23 von Karl Wilhelm Ludwig 
Heyse, hrsg. u. eingeleitet von Erich Schilbach, Peter Lang 1999. （Hegeliana: hrsg. v. Helmut Schneider, Bd. 11.） 
G. W. F. ヘーゲル『法・権利・正義の哲学』 ─ 『法の哲学』 ─ 第五回講義録  1822/23年　冬学期　ベルリン ─ 
尼寺義弘訳，晃洋書房，2006年。





　　K. G. Griesheim手稿： ─ Gr. S. 472. ─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818/1831. Edition und Kommentar in sechs Bänden von 
K.-H. Ilting. Vierter Band. Philosophie des Rechts. Nach der Vorlesungsnachschrift von K. G. v. Griesheims 
1824/25. Stuttgart-Bad Cannstatt 1974. 
　引用にあたり，「Gr. S. 472. 」は，「上記原典の472ページ。」を指示する。
　　D. F. Strauß手稿： ─ St. S. 917. ─
G. W. F. Hegel, Vorlesungen über Rechtsphilosophie 1818/1831. Edition und Kommentar in sechs Bänden von 
K.-H. Ilting. Vierter Band. Ⅲ. Philosophie des Rechts. Nach der Vorlesungsnachschrift von D. F. Strauß 1831 
mit Hegels Vorlesungsnotizen. Stuttgart-Bad Cannstatt 1974.
　引用にあたり，「St. S. 917.」は，「上記原典917ページ。」を指示する。
　　Ed. Gans のZusatzについて： ─ Ga. S. 338-339., 『綱要』412-413。─
G. W. F. Hegel, Grundlinien der Philosophie des Rechts. In: G. W. F. Hegel Werke in 20 Bänden. Bd. 7. Suhrkamp 
Verlag Frankfurt am Mein 1970. 
へーゲル『法の哲学』藤野渉・赤澤正敏訳，岩崎武雄責任編集『へーゲル』所収，中央公論社，1967年。
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　　 　人倫的なものはこの領域では人倫的なものとしてはもはや現存しない，普遍はわずかな作用しか
しない，そして目的の特殊もわずかな作用しかしない。」
　リンギール手稿　─ Rin. S. 111-112. ─
　「家族が自然的な仕方で多数の個人に解体するのをわれわれは見る。つぎの関係は家族の外面的な分































































































































































　この節の主文の末尾において，ヘーゲルは『エンチクロペディー』の「反省関係」（Encykl. der phil. 
Wiss. §64 ff. §81ff.）［Suhrkamp版，Werke 8，§115以下および§131以下］の参照を指示している。
　『エンチクロペディー』［Suhrkamp版］§115以下は，A現存在の根拠としての本質，a 純粋な反省関
係，イ 同一性　ロ 区別　ハ 根拠　が取り上げられる。さらに同§131以下は，B 現象，a 現象の世界　b 
内容と形式　c 相関　が取り上げられる。
　人倫的理念は，周知のように，即自 ─ 対自 ─ 即自・対自という関係で見るならば，家族 ─ 市民社
会 ─ 国家である。「この反省関係は人倫的なものの現象界，すなわち市民社会をなす」。
　なお，ヘーゲルによる『綱要』の§181の注釈文も特徴的である。すなわち家族の拡大は，家族 → 一民
族 → 一国民であるが，それは一つには a） 「共同の自然的な起源をもつ」「静穏なる拡大」である。もう一
つは b） 「拡散した家族共同体の集合である」。「この集合は，尊大な権力によるものか，あるいは，結び
つける欲求とそれの充足の交互作用によって導かれた自発的な統合によるかである」。



















































































































　人倫態の喪失 ─ 家族の同一性の喪失 ─ 特殊が規定する。
　c）とはいえ「普遍が即自的に規定するものであり続けるということ，そのことが関連の必然性をなし
ている。私はここでは一般に仮象の段階にある。」 






























　家族の統一性 ─ 感情の形式から自立的な普遍性の形式へ ─ 開路は法的な人倫態にある ─ 人格的な





　「補遺」は，概ねホトー手稿を要約しているが，末尾の四行„ ,und indem meine Besonderheit mir das 
Bestimmende bleibt, das heißt der Zweck, diene ich damit der Allgemeinheit, welche eigentlich die 
letzte Macht über mich behält.“ はガンスによる文言である。
Ⅴ　第二編　市民社会
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，あるいは，必要の国家






















　国家の腐敗 ─ 普遍を犠牲とする ─ 利己心と恣意，ルソー。















4 4 4 4 4 4 4
（Iche）到達し，
私はもろもろの私を他のもの









　市民社会 ─ 利己心の原理（もろもろの私） ─ 自由と必然。同一 ─ 区別 ─ 同一と区別の統一。
　つぎに「第二編　市民社会」という表題と§182との間に短い導入部分が以下の二つの手稿にはある。















4 4 4 4 4
は市民社会（外的な必要の国家として）の秩序を守っている。」
評注










　市民社会の基礎 ─ 諸個人の特殊な利害関心 ─ ブルジョア。（ブルジョアとシトワイアンの区別）。
§182
　キール手稿（§182） ─ Ki. S. 177., 『キ』189。─
　「これは，どのようにして普遍が特殊性によって現象するのか，そしてどのようにして普遍が特殊性に
おいて普遍の現実性と拠り所をもつのか，という過程である。」

























をそれによって限定するところの普遍性の形式（die Form der Allgemeinheit）である，そしてそのこと
によって同時に各人はその目的を達成する。市民社会において各人は自己が目的である，あらゆる他の
ものは彼にとっては無意味なものである（In der bürgerlichen Gesellschaft ist jeder sich Zweck, alles 

































4 4 4 4 4
がここ
ではそれの地位を占めている。これらのモメントはここではそれの現実性と必然性において現象する。」





























　市民社会の一方の原理は（das eine Prinzip），さまざまな欲求の全体としての具体的な人格（die 
konkrete Person）である。他方の原理は，各人が遵守せざるをえない相互の連関，普遍性の形式（die 
Form der Allgemeinheit）である。









　市民社会 ─ 区別の段階 ─ 対自的に自立しえない ─ 国家を前提 ─ 理念の諸モメントの自立性 ─ 
特殊性のあらゆる力が自由となる ─ 諸特殊性の統一 ─ 学問と国家
　ポリツァイ ─ 人倫的な国家 ─ 普遍的な統治 ─ 秩序（外的な普遍性）
　市民社会の一つの原理 ─ 具体的な人格 ─ 諸目的の特殊性の結合。他の原理 ─ 諸人格の関連 ─ 諸










　市民社会の不安定な変化（諸特殊の全体） ─ 射し込んでくる理性による統治（普遍） ─ 各個人の福祉
の促進。かくして「まさに私の長所は，私が合法的に振る舞い，自己を陶冶し，自己を悟性性［普遍的な
もの］へと強制することによって促進される。」
　福祉（形式的権利） ─ 概念の目的 ─ 福祉の実現。法・権利・正義 ─ 司法 ─ 法・権利・正義の再生。
　なお，「普遍性の形式」については，上述のハイゼ手稿の該当箇所が参考となる。
　グリースハイム手稿の要約
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　ホトー手稿（§183） ─ Ho. S. 569-570., 『ホ』343。─
　「§183 12）
　われわれはかくしてそれが自己の利己的な目的を実現するところの特殊性の欲望から出発する。こ





民社会はこうした制限の体系 （dieß System der Beschränkung） として必要の国家および悟性の国家と
呼ばれうる，諸目的の同一性，そこでは各人が特殊である。」













　利己的な目的（der selbstsüchtige Zweck）と普遍性の関係。市民社会は全面的な依存性の体系（ein 
System allseitiger Abhängigkeit）である。すなわち「個々人の生計と福祉と法的現存在が，万人の生計と
福祉と権利とのなかに編み込まれ，これらを基礎として，そしてこの連関においてのみ現実的であり，保




　利己的な目的と普遍性 ─ 私の権利 ─ 私の利己的な目的が普遍の現存在の仕方である ─ 個別の普遍
への編み合わせ ─ 個別の外的な関連 ─ 必要の国家 ─ 自由の未実現。
　ホトー手稿の要約
　特殊性の欲望（自己の利己的な目的） ─ 普遍性 ─ 全面的な依存性の体系。万人の権利と福祉の関連 















































a） インディアナ手稿については，G. W. F. Hegel, Philosophie des Rechts, Die Vorlesung von 1819/20 in einer Nachschrift. 
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する。
c） Kuno Fischer, Geschichte der neuen Philosophie, Bd. 8, Hegels Leben, Werke und Lehre, Erster Teil, Heidelberg. 
1901, S. 206. クーノ・フィッシャー『ヘーゲルの生涯』玉井茂・磯江景孜訳，勁草書房，1978年。269ページ。
d） “Zusatz”は，「追加」あるいは「補遺」と訳されている ─ 最近の訳文では，「追加」は藤野渉・赤沢正敏訳『法の哲学』
中央公論社，1967年。「補遺」は高峯一愚訳『法の哲学』論創社，1883年。
e） §184参照。
f ） Smith, Adam, An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of Nations, W. Strahan and T. Cadell, 
London, 1776, Vol. Ⅰ, p. 17. アダム・スミス『国富論』Ⅰ，大河内一男監訳，中央公論社，1987年。25-26ページ。
 （2015年 7 月17日掲載決定）
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